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１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

　

皆
さ
ん
は「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
は
、

急
激
な
温
度
変
化
で
身
体
が
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

大
き
な
気
温
の
変
化
に
よ
り
血

圧
が
急
激
に
上
下
し
、
心
臓
や
血

管
の
疾
患
が
起
こ
る
こ
と
を
「
ヒ

ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
び
ま
す
。

　
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
を
引
き

起
こ
す
代
表
的
な
例
と
し
て
、
冬

場
の
入
浴
中
が
最
も
多
い
原
因
で

す
。
特
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
予
防
す
る

　
　
　
　
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
‼

① 

脱
衣
所
や
浴
室
は
で
き
る
だ
け

温
か
い
状
態
に
し
、
血
圧
や
脈

拍
の
変
動
を
少
な
く
す
る
。

② 

入
浴
時
は
家
族
に
伝
え
る
。
特

に
高
齢
な
人
は
定
期
的
に
様
子

を
見
ま
し
ょ
う
。

③ 

飲
酒
後
の
入
浴
は
血
圧
が
下
が

る
た
め
控
え
る
。

④ 

浴
槽
に
浸
か
る
前
に
か
け
湯
を

す
る
。
冷
え
た
身
体
で
浴
槽
に

浸
か
る
と
、
血
管
に
大
き
な
負

担
が
か
か
り
ま
す
。

⑤ 
入
浴
前
に
血
圧
を
測
る
。
自
分

の
体
調
を
把
握
す
る
こ
と
が
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⑥ 

食
後
す
ぐ
に
入
浴
す
る
の
は
控

え
る
。
食
後
は
消
化
器
官
に
血

液
が
集
ま
り
、
血
圧
が
低
い
状

態
に
な
る
の
で
乱
高
下
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
が
全

国
で
多
発
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

死
傷
者
の
う
ち
６
割
が
「
逃
げ

遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
就

寝
時
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
10

年
以
上
経
ち
ま
し
た
が
、
町
の
設

置
率
は
低
い
状
況
で
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を

な
く
す
た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
設
置

さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で
は
定
期
的

に
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

十じ
ゅ
う
さ
ん
こ

三
湖
に
臨
み
、
豊
か
な
水
産
資
源

を
背
景
と
し
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て

繁
栄
し
ま
し
た
。
遺
跡
範
囲
は
現
在

の
深
郷
田
集
落
が
す
っ
ぽ
り
と
収
ま

る
大
き
さ
で
、
ほ
ぼ
全
域
で
縄
文
土

器
や
石
器
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

継
続
期
間
も
、
縄
文
時
代
前
期
半

ば
の
深
郷
田
式
か
ら
、
晩
期
の
大お

お
ぼ
ら洞

Ｂ
Ｃ
式
ま
で
の
約
３
千
年
間
に
及
び

ま
す
。
北
海
道
道
央
部
の
堂

ど
う
ば
や
し林
式
土

器
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
の
で
、
古

十
三
湖
を
介
し
た
交
流
も
盛
ん
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

深
郷
田
集
落
の
一
角
に
、
浄
土
宗

善ぜ
ん

導ど
う

寺じ

が
あ
り
ま
す
。
イ
タ
コ
の
口

寄
せ
で
有
名
な
金
木
川
倉
地
蔵
堂

（
賽
の
河
原
）は
、
享
保
元
年（
一
七

一
六
）善
導
寺
六
世
良り

ょ
う
え
ん演
上
人
が
今

泉
唐
崎
か
ら
移
し
た
と
す
る
伝
承
が

あ
り
ま
す
。

　

寺
の
中
に
は
、
日
露
戦
争
旅り

ょ
じ
ゅ
ん順

攻
囲
戦
の
激
戦
地
２
０
３
高
地
で
戦

死
し
た
山や

ま

田だ

昌ま
さ

男お

少
尉
の
「
旅
順
院

殿
」
と
刻
ま
れ
た
墓
碑
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
善
導
寺
の
敷
地

を
上
空
か
ら
の
ぞ
く
と
、
ハ
ー
ト
形

に
な
る
こ
と
、
ご
存
知
で
す
か
？

◆�

企
画
展
﹁
私
の
キ
ル
ト
物
語
︱
秋

田
景
子 

叅₀
年
の
キ
ル
ト
軌
跡
﹂‼

　

ね
ぶ
た
、
温
泉
、
原
寸
大
の
宮
越

家
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
、
ふ
る
さ

と
青
森
の
魅
力
を
詰
め
込
ん
だ
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ル
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
…
４
月
24
日
㈰
ま
で　

午
前
９

時
〜
午
後
４
時
45
分
／
休
館
日
…
毎

週
月
曜
・
祝
日
・
第
４
木
曜
日
／
入

館
料
…
通
常
料
金（
一
般
200
円
、
高

校
・
学
生
100
円
、
小
・
中
学
生
50
円
）

◆
深
郷
田
遺
跡
・
善
導
寺
の
秘
密
‼

　

町
が
誇
る
縄
文
遺
跡
の
一
つ
が
、

深
郷
田
遺
跡
で
す
。
か
つ
て
は
、
古こ

VOL.126

【
☎
⓺⓽－

１
１
１
１
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率
㆒₀₀
％

の
町﹁
な
か
ど
ま
り
﹂を
目
指
し
て
‼

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意
‼

深郷田遺跡出土土器

山田昌男墓碑

浄土宗悟真山善導寺
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な
災
害
支
援
と
し
て
、
非
常
食
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ

て
の
住
民
に
行
き
渡
る
ま
で
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

◇
３
日
分
の
食
料
と
水
の
備
蓄

　

災
害
直
後
は
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
こ

と
を
想
定
し
、
火
や
水
が
使
え
な
い

状
態
で
も
食
事
が
で
き
る
よ
う
、
常

温
保
存
が
で
き
調
理
し
な
く
て
も
す

ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
多
め
に
用

意
し
ま
し
ょ
う
。
乳
幼
児
が
い
る
家

庭
で
は
粉
ミ
ル
ク
や
離
乳
食
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
服
薬
中
の
人

は
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
薬
を
忘
れ
ず

に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

血
液
は
人
工
で
作
る
こ
と
が
で
き

ず
、
長
期
保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。
病

気
や
け
が
で
血
液
製
剤
を
必
要
と
し

て
い
る
人
達
は
、
善
意
の
献
血
に
よ

り
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
献
血
会
場
、

献
血
車
の
中
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
を
行
っ
て
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
献
血
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
献
血
実
施
日

　

３
月
30
日
㈬

　
〈
午
前
〉
10
時
〜
12
時

　
〈
午
後
〉
１
時
15
分
〜
４
時

●
会
場
…
役
場
駐
車
場

風
し
ん
は
成
人
が
か
か
る
と
症
状
が

重
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
に
感
染
さ
せ

る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の

目
や
耳
、
心
臓
に
障
害
が
起
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
家
族
や
自
分
自
身

を
守
る
た
め
に
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
ご
検
討
く
だ
さ
い（
ク
ー
ポ
ン
券

は
３
月
中
に
発
送
予
定
で
す
）

■�

対
象
者
…
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜

昭
和
54
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

男
性

■
接
種
・
ク
ー
ポ
ン
有
効
期
限

　

令
和
５
年
３
月

■
検
査
費
用
…
無
料

■�

検
査
方
法
…
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
参

し
、
集
団
健
診
お
よ
び
医
療
機
関

で
抗
体
検
査
を
受
け
ま
す
。
抗
体

検
査
の
結
果
、
抗
体
が
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
人
は
、
無
料
で
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 
対
象
に
な
る
人
に
は
、
個
別
に
通

知
し
ま
す
の
で
、
詳
細
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
接
種
勧
奨
の
再
開

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
定
期
予
防
接

種
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
接

種
後
の
痛
み
や
運
動
障
害
な
ど
の
多

様
な
症
状
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、

同
年
６
月
14
日
か
ら
積
極
的
な
勧
奨

を
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
の
検
討
部
会
で
、
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
特
段
の
懸

念
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
接
種
に
よ
る
有
効
性
が
副
反
応

の
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
上
回
る
と
認

め
ら
れ
た
た
め
、
令
和
３
年
11
月
26

日
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
よ
り
、
接

種
勧
奨
を
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
町
は
令
和
４
年
度
か
ら
接
種

勧
奨
を
再
開
し
、
対
象
と
な
る
人
へ

個
別
に
通
知
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

●�

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種（
さ
か
の

ぼ
り
接
種
）

　

令
和
３
年
12
月
28
日
厚
生
労
働
省

の
通
知
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
勧
奨
の
差
し

控
え
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
人

に
対
し
て
公
平
な
接
種
機
会
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
積
極
的
な
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
る
間
に
定
期
接
種
の

対
象
で
あ
っ
た
平
成
９
年
度
生
ま
れ

か
ら
平
成
17
年
度
生
ま
れ
ま
で
の
女

子
を
対
象
に
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
町

は
令
和
４
年
４
月
以
降
、
対
象
と
な

る
人
へ
順
次
、
個
別
に
通
知
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。

　

地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
に

備
え
、
国
や
地
方
自
治
体
に
は
公
的

ま
し
ょ
う
。
周
囲
が
手
を
差
し
伸
べ
、

話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
殺
を

考
え
て
い
た
人
が
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
が

疑
わ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機

関
や
専
門
家
へ
の
相
談
が
大
切
で
す
。

本
人
を
理
解
し
て
く
れ
る
家
族
、
友

人
な
ど
の
周
囲
と
連
携
し
て
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

《
関
連
リ
ン
ク
》

▽
厚
労
省

『
ま
も
ろ
う
よ 

こ
こ
ろ
』

　

 https://w
w
w.m

hlw.go.jp/
m
am
orouyokokoro

▽SNS

相
談（LINE
）

『
生
き
づ
ら
び
っ
と
』

『
こ
こ
ろ
の
ほ
っ
と
チ
ャ
ッ
ト
』

　

無
料
で
受
け
ら
れ
る
期
間
が
延
長

に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
検
査
を
受
け

て
い
な
い
人
に
は
有
効
期
限
が
延
長

さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
す
。

～
３
月
は
自
殺
対
策
月
間
で
す
～

　

県
の
自
殺
者
数
は
、
令
和
２
年
人

口
動
態
統
計
で
２
３
８
人
と
前
年
に

比
べ
29
人
増
加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

令
和
３
年
の
警
察
統
計
で
は
、
２
９

２
人
と
前
年
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て

お
り
、
改
め
て
自
殺
対
策
の
強
化
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
３
月
は
、
生
活
環
境
の
変
化

か
ら
、
ス
ト
レ
ス
を
蓄
積
し
や
す
く
、

自
殺
者
数
も
増
え
る
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
生
活
環
境
や
就
労
環
境
の
変
化
、

体
調
不
安
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安

を
感
じ
る
人
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、

全
国
的
に
自
殺
リ
ス
ク
が
高
ま
る
恐

れ
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
自
殺
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
自
殺
を
身
近
な
問

題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

＊
ま
ず
は
勇
気
を
出
し
て
声
が
け
を

　

食
事
量
が
減
っ
た
、
普
段
よ
り
疲

れ
た
顔
を
し
て
い
る
、
た
め
息
が
目

立
つ
、
口
数
が
減
っ
た
…
…
も
し
も

家
族
や
身
近
な
人
が
い
つ
も
と
違
っ

て
い
た
ら
…
…
。
ま
ず
は
勇
気
を
も

っ
て
「
ど
う
し
た
の
？
」「
よ
く
眠

れ
て
る
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
み

災
害
に
備
え
た
食
料
備
蓄

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
接
種

守
り
た
い 
大
切
な
命

男
性
の
風
し
ん
抗
体
検

査
・
予
防
接
種
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（
１
月
届
出
分
）

松
坂　

美み

織お
り 

（
女
・
和
哉
） 

派
立
上

　

今　

村　

健　

嗣 

（
東
京
都
）

　

小　

寺　

優　

子 

（
薄
市
下
）

　

中　

村　

博　

斗 

（
尾　

別
）

　

久　

光　

星　

菜 

（
宮
城
県
）

　

長　

利　

啓　

史 

（
下
豊
岡
）

　

成　

田　

奈
津
子（
五
所
川
原
市
）

　

戸　

澤　
　
　

駆 

（
温
泉
町
）

　

舘　

山　

美　

咲（
五
所
川
原
市
）

工　

藤　

ト
シ
エ 

82 
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岡
）

荒　
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雄 

87 

（
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立
下
）

秋
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85 

（
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泉
上
）
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立
下
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小
山
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74 

（
薄
市
上
）
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村　
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48 

（
向
町
上
）
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90 

（
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立
上
）
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（
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高
根
）
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キ
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（
薄
市
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）
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ヨ　
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（
今
泉
下
）

今　
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源
四
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（
今
泉
下
）
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良　

常　

男 

72 

（
豊　

島
）

伏　

見　

石　

雄 

91 

（
五　

林
）

大　

川　

正　

子 

72 

（
大
沢
内
）

磯　

野　

テ　
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86 

（
新
町
2
）

永　

坂　
　
　

實 

87 

（
折　

戸
）

成　

田　

は　

ぎ 
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（
下
前
上
）

太　

田　

サ
カ
イ 

82 

（
温
泉
町
）

１月末現在（前月比）

人　口 10,250人（－28）
中里地域7,597人/小泊地域2,653人
　男　 4,810人（－21）
　女　 5,440人（－７）
世帯数 5,000（－10）
出 生　２  ／  死 亡　23
転 入　６  ／  転 出　12

人のうごき

（（（（

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戸
籍
の
窓
口

新型コロナウイルスにかからないために

みんなで気を付けましょう


